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F-REI本部

浪江町
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（２）委託事業概要：テーマ

【背景・目的】
福島におけるバイオマス由来の原料ガスをカーボンニュートラル炭素の原料とし、再生可能エネル

ギー由来の水素も活用して有用なグリーン化学品（主に液体燃料）を得るプロセスの統合化に関する
研究開発を行う。

Fischer–Tropsch (FT) 反応用高活
性・高選択・高耐久触媒の開発 グリーンケミカル

（炭素数C5～C20の炭

化水素(主に液体燃料)、

特にバイオジェット燃

料となる炭素数C8～

C16の炭化水素）

【研究方法（手法・方法）】
原子スケールでの反応の理解に基づいた

高活性及び高耐久性を有する触媒を開発し、
コンテナ規模の小型FT合成装置によってグ
リーン化学品（液体燃料）を選択的に製造で
きる製造システムを構築し社会実装を目指す。

その際に、バイオマス由来の原料生産から
グリーン化学品の製造までの各プロセスにつ
いて、経済合理性を満たしつつ、環境影響が
低減されるよう、ライフサイクル全体での評価
を行いプロセスを統合化する。

【期待される研究成果】

・カーボンニュートラル社会実現に寄与する
先端的なグリーン化学品製造システムの
構築

・福島におけるバイオマスの有効利用

・福島での新産業の創出・誘致・集積

非可食バイオマス

バイオマス由来ガス
（ガス化等：CO/H2, CO2）

CO2吸収

森林バイオマス

CO2吸収

コンテナ規模小型FT反応プラント
の開発

「バイオ統合型グリーンケミカル技術の研究開発」

バイオ統合型グリーンケミカルプロセスによるCO2 資源化
代表者 山口 和也 東京大学大学院工学系研究科 教授
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（２）委託事業概要：実施体制
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水電解太陽電池

・再エネ電源の利用
・バイオマス発電の利用
・FT反応熱の利用, etc.

(再委託先)
一般財団法人カーボンニュートラル燃料技術センター
デロイトトーマツコンサルティング合同会社
一般財団法人エネルギー総合工学研究所
弘前大学
東北大学
大阪大学

JPECは弘前大学と共にガス化と
そのエンジニアリングを担当



ガス化
～900℃

FT合成

コンテナ型小型FTプラント

二段ガス化プロセス

燃料油

熱分解
～650℃

不純物除去水蒸気

安全・保安
プロセス統合

水蒸気改質
（既存技術調査）

バッファ
タンク

ガス化プロセス統合
エンジニアリング

JPEC担当

JPEC担当弘前大担当

バイオマス

（２）委託事業概要：弘前大学・JPEC担当個所

JPEC担当



（２）委託事業概要：開発のポイント
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（３）2025年度の研究成果（弘前大学）
• 二段式ガス化炉の優位性を確認

• 総ガス収率：0.90 → 1.03 Nm³/kg
• 炭素転化率：83.3% → 90.9%
• 冷ガス効率（CGE）：62.0% → 72.5%
• タール濃度：一段式比で約1桁低減（長時間運転でも500 mg/Nm3未満）

図3.   二段式化による性能向上効果（一段式との比較）



（３）2025年度の研究成果（JPEC）

• 統合化プロセスのブロックフローと実証機における方針の策定
• 規格適合化・国際認証化に向けた既存の認証規格に関する事前調査

の実施
• FTプロセスに影響を与える不純物の除去技術について文献調査の実施
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（３）今後の取り組み
• 二段式ガス化炉の最適化（低CH₄化、H₂/COモル比の調整）

• バイオマスガス化ととFT合成反応の各プロセスを統合化する手法の検討
• ガス化/FT統合を統合したコンテナ型実証機の設計デザインを検討
JPECの役割であるガス化および統合化プロセス開発について
令和11年の実証設備建設に向けて、弘前大学との、より一層の連携と、
エンジニアリング企業を巻き込んだ設計デザインの具体化を行う

20 25 30 35 40
0

10

20

30

40

50

G
as

 v
ol

um
e 

fra
ct

io
n 

(v
ol

.%
)

Time (min)

 CO  CO2  CH4  CnHm  H2

20 22 24 26 28 30
0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

G
as

 v
ol

um
e 

fra
ct

io
n 

(v
ol

.%
)

Time (min)

 CO  CO2  CH4  CnHm  H2


